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難病との戦い、支援 ・協力を 平成23年7月7日

ま見書採択

防
府
市
議
会
は
平
成
２３
年

６
月
定
例
会
に
於
い
て
、
「混

合
型
血
管
奇
形
を
難
病
指
定

に
す
る
こ
と
」
を
地
方
白
治

法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
、

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
。

全

国
８
道
府
県
７７
市
町
村
議
会

で
採
択

（６
月
３０
日
現
在
）

さ
れ
て
い
る
。

混
合
型
血
管
奇
形
は
悪
化

す
れ
ば
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
る
病
気
。

動
脈
・静
脈
・

毛
細
血
管

・
リ
ン
パ
管
の
う

ち
複
数
の
血
管
の
先
天
性
形

成
不
全
を
い
い
、

体
幹
部
や

下
肢

。
そ
の
他
体
の
各
部
に

大
小
の
腫
瘍
や
あ
ざ
の
よ
う

な
症
状
が
現
れ
る
。

血
管
の

形
成
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

患
部
に
衝
撃
を
与
え

る
と
大
量
出
血
に

つ
な
が

る

こ
と
や
、

患
部
が
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
等
に
感
染
す

る
と
生

命

に
か
か
わ

る
重
篤
な
事
態

が
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、

患
部
で
は
血
管

が
異
常
に
成
長
し
、

そ
の
部

分
が
栄
養
過
剰
と
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、

背
骨
・
骨
盤

・

下
肢
等
の
骨
格
に
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
病
気
は
、

医

師
や
看
護
師
の
間
で
も
品
知

度
が
低
く
、

治
療
方
法
の
未

確
立
は
も
と
よ
り
、

病
名
さ

え
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

患

者
や
家
族
に
と
っ
て
精
神

的

。
経
済
的
な
負
担
が
非
常

に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。よ

つ
て
、

難
病
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、

早
期
に
原
因

の
解
明
や
治
療
方
法
の
研

究
、確

立
を
図
る
と
と
も
に
、

患
者
が
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
支
援
を
行
う
。

早

急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

提
出
先
は
、衆

議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大

臣
、

厚
生
労
働
大
臣
。

活
動
組
織
は
全
国
に
あ
る

「混
合
型
血
管
奇
形
」
の
難

病
指
定
を
求
め
る
会
が
署
名

活
動
を
続
け
て
い
る
。

山
田
県
議
会
２
月
定
例
会

で
採
択
さ
れ
、

今
回
の
６
月

定
例
会
で
は
山
田
市
議
会
も

！
担
は
数
百
万
円
に
も
及
ぶ
」

と
い
う
や
今
も
半
年
に
■
度

！一
は
岡
山
県
に
通
院
す
る
コ

同
様
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

採
択
さ
れ
た
。
「混
合
型
血

管
奇
形
」
の
難
病
指
定
を
求

め
る
会
山
田
県
支
部
の
有
富

健
支
部
長
も
県
内
で
１
人
、

防
府
市
在
住
。

全
国
１４
支
部

が
活
動
を
始
め
て
い
る
。　

　
一
…
．

連
絡
先
住
所
が
防
府
市
市
一

民
支
援
セ
ン
タ
ー

（防
府
市

栄
町
１
１
も
ｌ
ｉ

ル
ル
サ

ス
防
府
２
Ｆ
）
に
支
部
住
所

を
置
き
、

署
名
の
活
動
が
始

ま

つ
て

い
る
。

中国新聞

平成23年 11月 8B

を
広
め
る
署
名
活
動
の
紹
介

や
闘
病
生
活
の
窮
状
を
訴
え

た
。　
　
　
　
　
、

混
合
型
血
管
奇
形
は
全
国

に
約
８０
人
の
愚
者
が
い
る
と

さ
れ
る
”
大
量
出
血
や
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
の

患者として戦つている有冨支部長



朝日新聞

平成23年 11月 9日

発
症
の
原
因
や
治
療
方
法
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

「
混
合
型
血

管
奇
形
」
日
回
＝
の
難
病
指
定
を
求
め
、

全
国
の
患
者
た
ち
が
１４

日
、

厚
生
労
働
省
に
署
名
を
出
す
。

患
者
の

一
人
ヽ
防
府
市
の
有
富

健
さ
ん
は

「
こ
の
病
気
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
い
、

病
気
で
あ
る
こ

と
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
苦
し
ん
で
い
る
人
の
治
療
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

「何の病気か分からずに苦 しんでいる人が、
一 日でも早 く適切な治療を受けら|れるように

なってほ しい」と話す有富さん=県 庁

体に腫れ、激痛
有
富
さ
ん
は
１０
年
は
ど
前
一
ぎ

っ

く
り
腰
の
よ
う
な
痛
み
で
立

て
な

い
こ
と
が
何
力
月
も
続
い
た
。

以

来
、

耳
元

で
大
太
鼓
を
た
た
かヽ
れ

て
い
る
よ
う
な
耳
鳴
り
が
し
て
眠

れ
な
か

っ
た
り
、

足
の
裏
に
押
し

ピ
ン
を
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
が
走

っ
た
り
す
る
症
状
が
続
い
た
。

原
因

が
わ
か
ら
ず

、
病
院
を
転

々
と
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

動
脈
と
静
脈
が
く

っ
つ
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、

手
術
を
受
け
た

が
、

ま
た
す
ぐ
に
症
状
が
出
る
。

医

師
に
原
因
を
尋
ね
て
も
わ
か
ら
ず
、

よ
う
や
く
昨
年
３
月
、

北
海
道
の
病

院
で

「混
合
型
血
管
奇
形
」
と
診
断

さ
れ
た
。

有
富
さ
ん
は

「何
の
病
気
か
説
明

で
き
な
い
ま
ま
仕
事
を
休
ん
で
詐
病

と
思
わ
れ
た
り
、

痛
み
を
医
師
に
も

理
解
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
り
し
て

苦
し
ん
だ
時
期
も
あ

っ
た

‐。
今
は

防府の患者・有富さんら

14日、国に署名提出

回

混
△
口
型
血
寄
奇
形

動
脈
や
静
脈
、

毛
細
血
管
、

リ
ン

パ
管
の
う
ち
複
数
の
血
管
が
う
ま
く

形
成
さ
れ
ず
、

体
の
あ
ち
こ
ち
に
腫

れ
や
ア
ザ
が
現
れ
た
り
、

激
し
い
痛

み
を
感
じ
た
り
す
る
。

患
部
に
衝
撃

が
加
わ
る
と
、

大
量
出
血
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
る
。

混
合
型
血
管
奇

形
の
難
病
指
定
を
求
め
る
会

（
本
部

・
岐
阜
県
）
で
は
全
国
の
患
者
数
を

約
９０
人
と
み
て
い
る
が
、

病
気
の
定

義
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、

実
態
は
分
か

つ
て
い
な
い
。

『体
に
爆
弾
を
抱
え
て
い
る
な
ら
、

体
が
動
く
う
ち
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を

し
よ
う
』
と
割
り
切

っ
て
、

仕
事
も

遊
び
も
楽
し
み
た
い
と
思
え
る
」
と

話
す
”

今
年
３
月
、

難
病
指
定
を
求
め
る

一

昨
つ

　

　

　

　

　

　

と

一

機
関
が
で
き
た
り
、

県
内
に
も
専
門

一

雑
都
掛
ポ
系
勧
離
抑
竹
悔
一
範
誰

つ な

一

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

厚
労
省

へ
提
出
す
る
署
名
は
、
県

・

内
で
約
１
万
２
千
筆
を
集
め
た
。

活

動
に
関
心
が
あ
る
人
は
有
富

さ
ん

（
０
９
０

●
７
９
７
０

ｏ
ｌ
ｌ
２

１
）

へ
「
　
　
　
　
　
　
（安
田
桂
子
）



読亮新聞

平成23年 コ『目『o日

「
混合型血管奇形」知って

難病指定求め全国で署名52万人 原
因
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い

「
混
合
型
血
管
奇
形
回
」
に
苦
し
む
全
国
の
患
者
ら
が
１４
日
、

厚
生
労
働
省
に
難
病
指
定
を
求
め
る
約
５２
万
人
の
署
名
を
出
す
。

防
府
市
在
住
の
県
職
員
有
富
値
さ
ん
も

こ
の
病
気
に
苦
し
む
１
人
。

難
病
指
定
を
求
め
る
会

（
岐
阜
県
）
の
県
支
部
を
発
足
さ
せ
、

「
ほ
か
に
も

患
者
が
い
る
は
ず
。

指
定
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
鶴
結
城
）

防
府
の
有
富
さ
ん
県
支
部
発
足

形
が
影
響
し
た
た
め
だ

っ
た

が
、

当
時
は
都
市
圏
や
九
州
各

県
の
病
院
を
回

っ
て
も
原
因
は

特
定
で
き
な
か

っ
た
。

昨
年
３
月
、

よ
う
や
く
北
海

道
の
病
院
で
混
合
型
血
管
奇
形

と
診
断
さ
れ
た
。

現
在
は
専
門

医
が
少
な
い
た
め
、

岡
山
市
の

病
院
に
通
院
。

脳
の
動
脈
と
静

脈
の
接
触
に
よ
る
振
動
を
抑
え

る
た
め
に
頭
に
コ
イ
ル
を
埋
め

た
状
態
で
日
常
生
活
を
送

っ
て

い
る
。

全
身
に
血
管
奇
形
の
箇

所
は
数
十
か
所
あ
り
、

「
い
つ

別
の
部
位
で
痛
み
が
出
る
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
不
安
は
消

え
な
い
。

約
１０
年
前
突
如
、

有
富
さ
ん

に
混
合
型
血
管
奇
形
の
症
状
が

表
れ
た
。

十
分
な
血
液
が
流
れ

ず
に
腰
回
り
の
筋
力
が
衰
え
、

激
し
い
腰
痛
に
襲
わ
れ
た
。

「
難

治
性
腰
痛
症
」
「
腰
筋
萎
縮
症
」

な
ど
と
診
断
さ
れ
、

様
々
な
治

療
を
受
け
た
が
治
ら
ず
、

左
足

の
切
断
を
勧
め
る
医
師
も
い

た
。そ

の
後
も
太
鼓
の
よ
う
な
音

が
１
日
中
響
く
耳
鳴
り
や
、

左

か
か
と
の
裏
に
血
管
が
浮
き
出

て
歩
く
度
に
激
痛
が
走
る
な
ど

の
症
状
が
続
い
た
。

脳
の
動
脈

と
静
脈
が
つ
な
が
る
血
管
の
奇

今
年
３
月
に
会
の
県
支
部
を

発
足
さ
せ
た
の
は
、

こ
の
難
病

を
患
う
苦
労
を
広
く
知

っ
て
も

ら
う
の
が
目
的
。

職
場
の
同
僚

ゃ
友
人
の
協
力
で
、

厚
労
省
に

提
出
さ
れ
る
署
名
の
約
１
万
２

０
０
０
人
分
を
県
内
で
集

め

混合型血管奇形 の難病指定
を求めて活動する有富さん

た
。難

病
指
定
を
受
け
る
と
、

治

療
が
保
険
適
用
と
な
り
、

病
気

を
解
明
す
る
研
究
が
進
む
。

有

富
さ
ん
は

「
顔
や
腹
が
腫
れ
る

な
ど
、

こ
の
病
気
の
症
状
は
様

々
で
い
差
別
を
受
け
た
人
も
い

る
と
闇
く
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

一
緒
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い

合
わ
せ
は
、

有
富
さ
ん
（
０
９
０

・７
９
７
０
・１
１
２
１
）
へ
。



難
病
指
定
・治
療
体
制
を

血
管
の
変
形
で
体
の
あ
ち
こ

ち
に
痛
み
や
あ
ざ
な
ど
の
症
状

が
出
る

「混
合
型
血
管
奇
形
」

の
難
病
指
定
や
研
究
促
進
を
求

め
、

患
者
で
防
府
市
在
住
の
県

職
員
、

有
富
健
さ
ん
が
今
年
、

全
国
の
患
者
と
家
族
で

つ
く
る

「混
合
型
血
管
奇
形
の
難
病
指

定
を
求
め
る
会
」

の
山

口
県
支

部
を
発
足
さ
せ
た
。

「
こ
の
病

気
を
知

っ
て
も
ら
い
、

県
内
で

潜
在
的
な
患
者
を
掘
９
起
こ
し

た
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

有
富
さ
ん
に
よ
る
と
、

混
合

型
血
管
奇
形
は
血
管
、

リ
ン
パ

管
が
増
殖
す
る
な
ど
し
（
体
に

痛
み
や
あ
ざ
、

腫
れ
な
ど
の
症

状
が
出
る
。

患
部
が
衝
撃
を
受

け
る
と
大
量
出
血
し
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
る
。

先
天
性
の
病

気
と
さ
れ
る
が
、

国
内
で
研
究

す
る
医
師
は
２０
人
程
度
。

原
因
、

発
生
率
、

治
療
法
な
ど
は
分
か

っ
て
い
な
い
。

全
国
で
８０
人
の

患
者
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が

「実
際
は
も
づ
と
多
い
」
と
み

る
。有

富
さ
ん
は
約
１０
年
前
か
ら

原
因
不
明
の
腰
痛
、

耳
鳴
り
、

左
脚
や
足
裏
の
激
痛
に
悩
ま
さ

れ
、

県
郷
外
の
病
院
に
通
院
。

「静
脈
瘤
」

「難
治
性
腰
痛
」

「腰
筋
筋
萎
縮
症
」
な
ど
と
診

断
さ
れ
治
療
を
受
け
た
が
ハ
改

善
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

昨
年

３
月
に
北
海
道
の
病
院
で
混
合

型
血
管
奇
形
を
研
究
す
る
医
師

の
診
断
で
病
気
が
判
明
。

岡
山

県
の
病
院
で
手
術
を
受
け
た
。

現
在
は
症
状
は
落
ち
着
い
た

が
、

頭
と
左
脚
の
血
管
に
多
数

の
病
巣
が
あ
り
、

新
た
に
増
え

る
可
能
性
も
あ
る
。

定
期
的
な

通
院
や
、

症
状
が
出
た
場
合
は

そ
れ
を
抑
え
る
治
療
が
必
要
で

「今
の
医
療
で
は
一
生
抱
え
て

い
く
し
か
な
い
病
気
」と
話
す
。

有
富
さ
ん
は
今
年
３
月
、

友

人
ら
と
支
部
を
設
立
し
た
。

本

部

（岐
阜
県
）
と
と
も
に
国
に

難
病
指
定
を
求
め
る
署
名
活
動

を
県
内
で
行
う
。

県
議
会
や
市

議
会
に
呼
び
掛
け
、
９
月
ま
で

に
県
議
会
の
ほ
か
、

防
府
、

下

関
市
な
ど
四
つ
の
市
議
会
で
難

病
指
定
を
求
め
る
意
見
書
採
択

を
実
現
。

専
門
医
の
県
内

へ
の

配
置
も
希
望
す
る
。

「原
因
が
分
か
ら
ず
苦
し
む

患
者
が
い
る
は
ず
。

治
療
法
を

確
立
し
、

身
近
な
場
所
で
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
」
と
願

う
。

問
い
合
わ
せ
は
有
目
さ
ん

（
８
０
９
０

・
７
９
７
０

ｏ
ｌ

ｌ
２
１
）

へ
。

山口新聞

平成23年 11月 10日

「混
合
型
血
管
奇
形
」
に
つ
い
て
話
す
有
富
健
さ
ん
川
県
庁



混
合
型
血
管
奇
形
、

理
解
を

く4〉平成23年 (2011年)11月 11日 (金曜

十「
ｔ
　
　
難
病
指
定
求
め
、患

者
ら
手
記

原
因
不
明

で
治
療
法
も
見

つ
か

っ
て
い
な

い

「
混
合
型

血
管
奇
形
」
の
愚
者
や
そ
の
家

族

の
手
記

「
泣

い
て
ば
か
り

い
ら
れ
な

い
」
＝

写
一真

＝
が

こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
。

編
集

し
た
患
者
団
体

「混
合
型
血
管

奇
形

の
難
病
指
定
を
求
め
る

会
」

（
本
部

・
岐
阜
県
各
務
原

市
）
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
が

混
合
型
血
管
奇
形
の
難
病
指
定
を
求
め
る
会

患
者
有
富
健
さ
ん
の
戦
い

県
内
署
名
１
万
２
千
人
を
超
え
る

７
日
、

混
合
型
血
管
奇
形

倍
く
ら
い
は
患
者
が
い
る
の

の
難
病
指
定
を
求
め
る
会
山

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

田
県
支
部
の
支
部
長
有
富
健

い
る
。

動
脈

・
静
脈

・
毛
細

さ
ん
が
県
庁
で
記
者
会
見
を

血
管

・
リ
ン
パ
管
が
繋
が
っ

行
な
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
た
り
し
て
、

血
管
の
生
成
が

有
富
さ
ん
は
山
田
県
内
で

不
完
全
の
た
め
、

痛
み
や
、

こ
の
病
気
の
唯

一
の
患
者
。

衝
撃
に
よ
る
大
量
出
血
、

患

た
だ
こ
の
病
気
は
発
見
し

部
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
恐
れ
も

ず
ら
く
、

ま
た
治
療
法
も
確

あ
る
。

立
さ
れ
て
い
な
い
。

全
国
で
　

１４
日
に
は
、

会
の
代
表
飯

も
８０
人
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

尾
良
英
さ
ん
ら
が
厚
生
労
働

い
る
が
、

潜
在
的
に
こ
の
１０

省
を
訪
れ
、

難
病
指
定
要
望

意
見
採
択
は
山
口
県
議
会
、

山
田
市
・
防
府
市
・
下
関
市
・

岩
国
市
の
各
議
会
で
採
択
さ

れ
た
。

今
後
は
県
内
全
域
の
一

地
方
議
会
で
の
意
見
採
択
を
一

目
指
す
と
同
時
に
署
名
活
動
！

も
継
続
、

専
門
医
を
山
口
に

作
る
こ
と
、

難
病
指
定
を
本

部
と
共
に
求
め
て
い
く
な
ど

の
活
動
を
行
な
う
。

病
気
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
０
９
０
１

７
９
７
０
１

１
１
２
１
有
富
さ
ん
ま
で
。

ま
た
‐９
人
の
患
者
と
家

族
に
よ
る
手
記
を
ま
と
め
た

「泣
い
て
ば
か
り
い
ら
れ
な

山
田
県
支
部
は
今
年
２
月

い
」
（１
５
０
０
円
。み
ら
い
）

に
ス
タ
ー
ト
。

翌
月
か
ら
署

が
出
版
さ
れ
た
。

お
問
合
せ

名
活
動
、

地
方
議
会
の
意
見

は
比
０
８
３
１
２
４
７
１
‐

採
択
な
ど
を
進
め
て
き
た
。
１
２
２
７
み
ら
い
ま
で
。

山口新聞

平成Z3年 12月 8日

並
び
、

医
学
的
に
も
貴
重
な
資

料
。

多
く
の
人
に
病
気
の
こ
と

を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。混

合
型
血
管
奇
形
は
、

増
殖

し
た
血
管
や
リ
ン
パ
管
が
体
の

一
部
に
密
集
し
て
絡
み
合
い
、

こ
ぶ
や
あ
ざ
に
な
る
”
足
に
で

き
て
歩
行
に
障
害
が
出
た
り
、

喉
に
で
き
て
気
管
を
切
開
し
た

り
す
る
こ
と
も
。

患
者
は
全
国

で
９０
人
ほ
ど
と
み
ら
れ
る
が
、

詳
し
く
は
分
か

っ
て
い
な
い
。

同
会
は
こ
れ
ま
で
に
難
病
指
定

を
求
め
る
約
１
０
４
万
人
分
の

署
名
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し

た
。手

記
に
は
、

病
気
の
情
報
が

少
な
く
、

将
来
に
不
安
を
抱
え

な
が
ら
、

手
探
り
の
状
態
で
前

に
進
も
う
と
す
る
患
者
と
家
族

計
１９
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

つ
づ
る
。

息
子
の
顔
に
血
管
奇
形
が
あ

る
山
形
県
の
母
親
は
、

専
門
医

を
探
し
複
数
の
病
院
を
回

っ
た

こ
と
や
、

周
囲
に
虐
待
と
誤
解

さ
れ
傷

つ
い
た
経
験
を
寄
せ

「
こ
の
子
が
病
気
で
な
か

っ
た

ら
、

私
た
ち
は
成
長
し
な
か

っ

た
で
し
ょ
う
」
と
息
子

へ
の
感

謝
の
言
葉
で
締
め
ぐ
ぐ
る
。

売
上
金
の

一
部
は
同
会
の
活

動
費
に
充
て
ら
れ
る
。

長
女
萌

々
花
さ
ん
（
１０
）
が
混
合
型
血
管

奇
形
の
佐
藤
朋
子

・
同
会
事
務

局
長
（
３５
）
は

「私
た
ち
だ
け
で

は
病
気
に
立
ち
向
か
え
な
い
。

皆
さ
ん

の
力
を
貸
し
て

ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

の
署
名
簿
を
提
出
、

難
病
認

定
、

研
究
奨
励
の
継
続
、

病

気
の
実
態
把
握
、

難
病
基
本

法
の
制
定
を
お
願
い
す
る
。

勝うfEl日報

平成Z3年 11月 11回


